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は じ め に :1982年 Gratznerl)がbromodeoxyur、

idine(以 下 Brdu)に 対するモノクローナル抗体の開

発に成功 してから,免 疫組織学的手法を用いた癌の悪

性度の研究が広 く行われ るよ うになった。今回抗

BrdU抗 体を用いて胃癌の生物学的悪性度の検討を

行ったので報告する。

対象と方法 :教室における胃癌息者 9例 (男性 8例 ,

女性 1例 ,平 均年齢59,8歳)の新鮮切除標本を用いて,

約lHlm3大 組織片を異なる5か 所(口側部,中 心部,肛

門側部,右 側部,左 側部)お よび非癌粘膜部より採取

し,in vitroに て50μM BrdU添 加培地中で37℃,1時

間培養後,70%ニ タノール固定 した。4N塩 酸に30分間

反応させた後,01Mホ ウ酸ナ トリウムにて中和 し,抗

BrdU抗 体を作用させ,酵 素抗体間接法を用いて S期

細胞を同定した.S期 標識率 (以下 LI)は 癌細胞100個

以上に対する標識細胞の割合を百分率で表 した。

結果 :症例の非癌粘膜部の LIは 6.7±32%に 対 し

て癌組織の LIは 172± 3.9%と 癌において有意に高

値を示 した (P<0.01)。 また,採 取部位別では日側部

17.2%,中 心部19。1%,肛 門側部16.3%,右 側部18.0%,

左側部15,4%と 部位別における有意差はなかった。胃

癌取扱い規約によるの肉眼型別では IIIttIIc 15。1%,

Borrmann 2型 17.7%, 3型 16.6%, 4型 20.3%, 5型

1 6 . 7 % , また, 組 織 型 別 で は T u b l  1 8  8 % , T u b 2

16.4%,Sig 15。9%,Por 19.1%で あった。深達度別

では sm 15 1%,ss 15 9%, se 14.7%, si 21.5%,

リンパ節転移についてはn(一)16.9%,nl(十 )133%,

n2(十 )217%,n3(十 )21.0%, と 深達度, リンパ節

転移別では LIと 相関がみられた。また,進行度別でみ

るとstage 1 15 6± 3.0%, 並 age II1 14.6± 3.6%,

s t a g e  I V  2 1 . 5 ±1 . 5 % であった, ( T a b l e  l ) .
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考察 :本 法は癌の S期 細胞を簡便 に標識で きるこ

とが特徴的であ り,他 領域においてはすでにい くつか

の論文が散見 されている。今回胃癌の臨床例を用いて,

in vitroでその形態学的悪性度 と比較検討 した結果,

LIは 胃癌の深達度お よび リンパ節転移の進行度 に相

関 して高値を示 したが,癌 の組織型別,癌 組織内 LIに

相関性がなかった。以上 より本法が生物学的悪性度の

評価 として臨床的に有用であると思われた。一方, 胃

癌組織内における heterogeneity,stem cell lineの多

様性が悪性度に関与 しているめ, と考 えられているこ

とよりこの点についてさらに症例を重ね検討 したい。

索51用語 :antiBrdU antibody of gastric cancer
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